第１学年３組数学科学習指導案
１　単元名　文字と式
２　単元の目標
　○　数量やその関係を一般的に表現するために，文字を使った式で考えることの必要性やよさに関心をも　　ち，文字を用いた式で表したり，式の意味を読み取ったりしようとする。（数学への関心・意欲・態度）
　○　事象の中にある数量やその関係・法則を文字を用いて表現し，考えることができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数学的な見方や考え方）
　○　事象の中にある数量や関係を，文字を使って式に表したり，式の意味を読み取ったりすることができ　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数学的な表現・処理）
　○　文字を用いることで数量やその関係・法則を一般的に表現したり，式の意味を読み取ったりすること　　ができることを理解する。　　　　　　　　　　　　　　　　（数量・図形などについての知識・理解）
３　指導にあたって　
　本学級の生徒は授業中話をよく聞き，課題に対しても意欲的に取り組んでいる，また，積極的に質問するなど学習に対する意欲も高い。本単元を学習するにあたって，これまでの学習についてレディネステストを実施した。
　右表の結果を見ると，正の数・負の数の2数の減法や乗法など (平成18年6月7日実施　実施人数34名)
	基本的な計算は理解していると思われる。しかし，文章問題となると正答率が低くなっていることから応用問題を苦手とする生徒が多いと推測される。
　小学校ではことばの式や□を使った式を扱っているが，文字については本単元で初めて学習することとなる。文字を使った式は今後の学習の様々な場面で利用され，基礎となっている学習である。そのため，特に学習の初期段階でつまずくことのないよう丁
	問題
	正答率

	
	正の数の2数の減法
	８２％

	
	負の数の2数の減法
	６５％

	
	負の数の2数の乗法
	９４％

	
	長さの変化を求める問題
	５９％

	
	道のり・速さ・時間の問題
	８２％

	
	比率の問題
	２６％


寧に指導していきたい。
　本単元では，具体的事例を用いて授業を展開していくことで，興味・関心を高め，学習の定着を図りたい。また，応用問題を苦手とする生徒が多いので，より具体的に指導することで生徒の理解を確かなものにしていきたい。
４　学習計画及び評価計画（１１時間扱い）
　第１次　文字と式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６時間
	時
	学　習　内　容
	評　価　規　準　　（観点）

	
	
	関心・意欲・態度
	見方・考え方
	表現・処理
	知識・理解

	①
本
時
	文字を使った式
	　文字を使った式で考えることの必要性やよさに関心をもって課題に取り組むことができる。
Ａの姿
　文字を使って考えることの必要性やよさに関心を持って意欲的に課題に取り組むことができる。　
	
	
	　事象の中にある数量やその関係を文字を使って式に表すことができる。
Ａの姿
　事象の中にある数量やその関係を文字を使って式に表すことができる。

	２
	文字を使った式の表し方
	
	　具体的な数量の代わりに文字を使う。

	
	　数量の求め方や文字を使った式の表し方を知る。

	３
	式を書くときの約束
	
	
	○
	○

	４
	式による数や数量の表し方
	○
	
	○
	○

	５
	式を表す意味
	○
	
	
	○

	６
	式の値
	
	○
	○
	


 第２次　式の計算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ４時間
 第３次　２章の問題 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  １時間

５　本時の学習
　（１）　目　標
　　  　・　文字を使って考えることの必要性やよさに関心をもって課題に取り組むことができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関心・意欲・態度）
・　事象の中にある数量やその関係を文字を使って式に表すことができる。　　　　（表現・処理）
　（２）　準備・資料
　　　　・マグネット　　・学習プリント　　　・掲示資料
　（３）　展　開
	           学習活動・内容　 　　　　（形態）
	支援内容と留意点

	１　本時の学習課題を知る。　　　　　（一斉）

	　・　実際にマグネットを掲示することで，視覚的に問　　題を捉え，課題への関心・興味を高めていきたい。
・　単純に数え上げるだけでなく，どのようにすれば　  早く数えられるかを考えるよう助言する。
　・　1辺に並ぶマグネットの個数が1つ増えるごとに全体のマグネットの個数が2個増えている事から規則性があることに気付くことができるよう助言する。
　・　より多くのマグネットの数を数える活動を取り入　　れることで，文字を使うよさをより体感できるよう　　にしていきたい。
　・　表を活用することによって，何が変化しているか　　を確認しやすくする。
  ・　早く終わった生徒には，式を導く方法は1通りで　　はないため，他の方法も考えてみるよう助言する。
　・　立式できない生徒には，図を見ながら進めるよう　　助言する。
  ・　巡回指導で，戸惑っている生徒にはヒントカード　　を渡し，参考にするよう助言する。
　・　式を発表する時には，どのように考えたか，式の　　表す意味についても発表するよう促す。
　・　変化するものと変化しないものを明確にし，変化　　するものについて小学校で学んだ□やことばで表す　　ことを想起させていく。


	
	　V字型に並べられたマグネットの数を調べよう。
	
	

	２　V字型に並べられたマグネットの数が文字　を用いた式で表せることを知る。（一斉・個人）
　　（１）　マグネットの個数について考える。
　　　　　○　１辺に並ぶ個数を決める。
　　　　　　・３個，４個，５個，６個，７個
　　　　　○　１辺に並ぶ個数を好きな数にす
　　　　　　る。
　　（２）　１辺に並ぶマグネットの個数と全　　　　　体の個数を表に表す。
    （３）　表をもとにして，マグネットの個　　　　　数を式で表す。
　　（４）　文字を使った式で表せることを知
　　　　　る。
　　（５）　練習問題を解く。
    　　　・　文字式代入の問題
    　　　・　立式の問題
３　本時の復習をし，次時の学習について知る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一斉）

	

	
	
	　文字を使って考えることの必要性やよさに関心をもって課題に取り組むことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　（関心・意欲・態度）[観察]
	

	
	
	
	

	
	
	　事象の中にある数量やその関係を文字を使って式に表すことができる。　（表現・処理）[プリント]
	

	
	
	
	

	
	　・　文字式に代入できない生徒には表や図を参考に　　　考えてみるよう助言する。
　・　立式できない生徒には，表や図を使って，考えて　　みるよう助言する。
　・　プリントの問題が解けた生徒には発展問題を用意　　し，学習の定着を図る。
　・　板書の図・表を用いながら，文字式についてまと　　め復習としたい。
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